
「
創
業
以
来
、
地
質
調
査

や
さ
く
井
工
事
、
ま
た
グ
ラ

ウ
ト
（
薬
液
注
入
）
工
事
を

本
業
と
し
て
４０
年
以
上
会
社

を
経
営
し
て
き
た
。
そ
の
技

術
力
を
生
か
せ
る
原
位
置
浄

化
は
、
土
壌
汚
染
事
業
に
参

入
す
る
時
か
ら
狙
っ
て
い

た
」。
同
社
の
岡
田
社
長
は

こ
う
話
す
。

０４
年
に
土
壌
環
境
調
査
事

業
に
着
手
し
た
同
社
は
、
中

国
地
方
初
の
土
壌
環
境
調
査

専
用
ボ
ー
リ
ン
グ
マ
シ
ー

ン
・
エ
コ
プ
ロ
ー
ブ
の
導

入
、
簡
易
土
壌
環
境
調
査

「
土
壌
調
べ
隊
」
な
ど
挑
戦

的
な
取
り
組
み
を
続
け
、
今

で
は
年
間
２
５
０
件
の
土
壌

環
境
調
査
を
こ
な
す
ま
で
に

な
っ
た
。
先
月
に
は
、
土
壌

汚
染
事
業
で
業
界
初
と
な
る

カ
ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト
サ
ー

ビ
ス
も
開
始
し
、
注
目
を
集

め
て
い
る
。

浄
化
事
業
に
乗
り
出
す
背

景
に
つ
い
て
は
、
１
日
に
施

行
さ
れ
た
改
正
土
壌
汚
染
対

策
法
に
よ
り
原
位
置
浄
化
の

需
要
増
加
が
見
込
め
る
ほ

か
、
自
社
の
土
壌
汚
染
調
査

技
術
が
高
ま
っ
た
こ
と
が
重

な
り
、「
必
然
的
に
浄
化
対

策
事
業
に
乗
り
出
す
よ
う
に

な
っ
た
」
と
し
て
今
回
、
ジ

オ
プ
ロ
ー
ブ
「
６
６
１
０
Ｄ

Ｔ
」
を
導
入
し
た
。
土
壌
環

境
調
査
だ
け
で
な
く
原
位
置

浄
化
で
使
用
す
る
浄
化
用
井

戸
設
置
に
も
対
応
す
る
打
撃

貫
入
式
の
機
器
で
、
土
壌
環

境
浄
化
用
井
戸
の
設
置
に
お

い
て
は
、
そ
の
性
能
の
高
さ

が
業
界
内
で
も
折
り
紙
付
き

の
マ
シ
ー
ン
で
あ
る
。
１９
日

に
納
入
さ
れ
た
ば
か
り
の
ジ

オ
プ
ロ
ー
ブ
は
、
か
つ
て
導

入
し
た
エ
コ
プ
ロ
ー
ブ
同
様

に
中
国
地
方
初
の
導
入
と
な

る
。
従
来
の
環
境
事
業
部
に

工
事
部
の
技
術
ス
タ
ッ
フ
が

加
わ
り
、
１２
名
体
制
で
調
査

と
浄
化
に
臨
む
。

今
回
は
基
本
的
な
土
壌
汚

染
調
査
ツ
ー
ル
一
式
を
そ
ろ

え
た
が
、「
今
後
は
土
壌
汚

染
調
査
だ
け
で
な
く
地
質
調

査
に
も
使
用
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
、
標
準
貫
入

試
験
装
置
や
Ｃ
Ｐ
Ｔ
（
コ
ー

ン
貫
入
試
験
）
シ
ス
テ
ム
の

導
入
も
予
定
し
て
い
る
」
と

話
す
。

原
位
置
浄
化
の
工
法
に
つ

い
て
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
技
術
は

な
い
が
「
原
位
置
浄
化
を
専

門
に
手
掛
け
る
会
社
と
提
携

し
な
が
ら
進
め
る
」
と
話

し
、
バ
イ
オ
レ
メ
デ
ィ
エ
ー

シ
ョ
ン
や
化
学
酸
化
、
鉄
粉

に
よ
る
還
元
工
法
な
ど
の
技

術
を
手
掛
け
た
い
と
し
て
い

る
。
す
で
に
原
位
置
浄
化
で

定
評
の
あ
る
企
業
と
の
提
携

も
済
ん
で
い
る
。

同
社
で
は
ジ
オ
プ
ロ
ー
ブ

の
導
入
を
機
に
調
査
受
注
件

数
年
間
３
０
０
件
を
目
指
す

ほ
か
、
浄
化
対
策
は
初
年
度

年
間
１０
件
、
受
注
高
５
千
万

円
を
目
標
に
し
て
い
る
。

中
国
地
方
の
同
業
者
連
携

の
ほ
か
に
も
、
不
動
産
業
界

を
対
象
に
土
壌
環
境
に
関
す

る
積
極
的
な
啓
発
活
動
を
進

め
、
独
自
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

も
築
い
て
い
る
。

同
業
種
、
異
業
種
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
化
に
加
え
、
調
査

か
ら
浄
化
ま
で
一
貫
し
て
行

う
体
制
を
整
え
た
同
社
の
今

後
の
展
開
に
注
目
が
集
ま
り

そ
う
だ
。

土
壌
環
境
セ
ン
タ
ー
主
催
の
「
２
０
１
０
土
壌
・
地
下
水
浄
化
技
術
セ
ミ
ナ
ー
」
が
こ
の
ほ
ど
都
内
で
開
か
れ
た
。

こ
の
中
で
、
栗
田
工
業
の
鈴
木
義
彦
氏
が
重
金
属
不
溶
化
処
理
土
壌
の
長
期
安
定
性
試
験
に
つ
い
て
発
表
し
、
２
千
日

後
で
も
不
溶
化
効
果
の
持
続
し
て
い
る
結
果
が
確
認
で
き
た
と
し
て
い
る
。
重
金
属
類
の
管
理
手
法
と
し
て
期
待
を
集

め
つ
つ
も
効
果
の
持
続
性
で
不
安
視
さ
れ
て
い
る
不
溶
化
処
理
に
対
し
、
鈴
木
氏
は
「
適
切
に
行
わ
れ
た
不
溶
化
処
理

土
壌
を
自
然
環
境
下
で
管
理
す
る
こ
と
は
可
能
だ
」
と
指
摘
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
国
際
環
境
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
（
Ｋ

Ｅ
Ｓ
）
の
保
高
徹
生
氏
が
健
康
リ
ス
ク
に
応
じ
た
土
地
利
用
ご
と
の
管
理
目
標
値
な
ど
に
つ
い
て
発
表
し
、
来
場
者
の

関
心
を
集
め
た
。

雨
の
影
響
受
け
や
す
い
裸

地
で
の
施
工

栗
田
工
業
の
不
溶
化
事
例

は
、
稼
働
中
の
工
場
区
域
で

原
位
置
掘
削
、
不
溶
化
、
埋

め
戻
し
が
行
わ
れ
た
も
の
。

不
溶
化
処
理
前
に
は
同
敷
地

Ａ
（
処
理
土
量
５
９
０
立
方

㍍
）
で
、
鉛
（
環
境
基
準
値

１
㍑
当
た
り
０
・
０１
㍉
グ
ラ

ム
）
が
最
大
で
１
㍑
当
た
り

０
・
１４
㍉
グ
ラ
ム
、
Ｂ
（
６

４
０
立
方
㍍
）
で
同
０
・
０

１
９
㍉
グ
ラ
ム
が
確
認
さ
れ

て
い
る
。
不
溶
化
処
理
土
壌

の
安
定
性
を
確
認
す
る
に

は
、
地
下
水
水
質
を
測
定
す

る
ケ
ー
ス
も
あ
る
が
、
同
現

場
で
は
帯
水
層
が
約
２０
㍍
付

近
と
深
い
位
置
に
あ
る
こ
と

か
ら
土
壌
を
直
接
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
す
る
こ
と
と
し
て
い

る
。使

用
し
た
不
溶
化
剤
は
カ

ル
シ
ウ
ム
系
塩
基
性
物
質
と

酸
性
の
鉄
系
化
合
物
の
２

剤
。
雨
の
影
響
を
受
け
や
す

い
裸
地
に
埋
め
戻
し
た
も
の

で
、
そ
の
後
両
区
域
と
も
に

１
千
平
方
㍍
に
つ
き
５
点
ず

つ
所
定
日
数
経
過
後
の
土
壌

を
採
取
し
、
溶
出
試
験
を
行

っ
た
。
両
区
域
と
も
経
過
途

中
お
よ
び
２
千
日
経
過
後
も

鉛
の
環
境
基
準
に
適
合
し
て

い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い

る
。ま

た
、
現
場
の
不
溶
化
処

理
土
壌
を
用
い
た
カ
ラ
ム
溶

出
試
験
で
は
雨
水
浸
透
量
と

し
て
２５
年
分
の
通
水
を
実
施

し
た
結
果
、
カ
ラ
ム
の
出
口

水
の
鉛
は
地
下
水
基
準
に
適

合
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し

た
と
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
土
壌
環
境
セ
ン

タ
ー
の
硫
酸
添
加
溶
出
試
験

Ⅰ
お
よ
び
消
石
灰
添
加
溶
出

試
験
も
実
施

し
た
が
、
こ

ち
ら
も
土
壌

の
溶
出
量
基

準
の
適
合
が

確
認
さ
れ
た

と
し
て
い

る
。
こ
の
試

験
は
処
理
後

３
年
経
過
し

た
土
壌
を
用

い
て
お
り
、

３
年
間
の
期

間
を
経
て
も

一
定
量
の
酸
あ
る
い
は
ア
ル

カ
リ
に
さ
ら
さ
れ
て
も
不
溶

化
効
果
が
持
続
さ
れ
る
こ
と

が
確
認
で
き
た
と
し
て
い

る
。改

正
土
壌
汚
染
対
策
法
の

施
行
に
伴
い
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
原
位
置
管
理
手
法
の
普

及
が
期
待
さ
れ
る
中
、
不
溶

化
工
法
は
、
そ
の
一
技
術
と

し
て
関
心
を
集
め
て
い
る
ほ

か
、
ト
ン
ネ
ル
工
事
な
ど
で

発
生
す
る
掘
削
ず
り
に
含
ま

れ
る
自
然
由
来
重
金
属
類
の

管
理
な
ど
の
場
面
で
も
期
待

さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
栗
田
工
業
が
施
工

し
た
同
工
場
で
は
、
不
溶
化

処
理
後
の
埋
め
戻
し
範
囲

は
、
緑
地
と
し
て
利
用
し
て

い
る
。

土
地
利
用
自
由
な
日
本
で

適
用
し
に
く
い
用
途
ご
と
の

管
理
目
標
値

Ｋ
Ｅ
Ｓ
の
保
高
徹
生
氏

は
、「
人
の
健
康
リ
ス
ク
評

価
に
基
づ
く
土
地
利
用
ご
と

の
管
理
目
標
値
の
設
定
に
関

す
る
一
考
察
」
を
発
表
。
ド

イ
ツ
や
英
国
で
用
い
ら
れ
て

い
る
土
地
利
用
ご
と
の
管
理

基
準
の
国
内
で
の
適
用
に
つ

い
て
そ
の
可
能
性
を
発
表
し

た
。年

齢
層
ご
と
の
鉛
の
ば
く

露
量
か
ら
評
価
し
た
結
果
、

土
地
利
用
を
考
慮
す
る
と
、

工
・
商
用
地
で
は
土
壌
含
有

量
基
準
の
数
倍
〜
数
十
倍
で

も
人
の
健
康
リ
ス
ク
は
許
容

範
囲
内
に
収
ま
る
と
想
定
さ

れ
た
が
、
土
地
利
用
が
比
較

的
自
由
な
日
本
で
は
土
地
利

用
の
変
化
時
に
新
た
な
対
策

が
必
要
と
な
る
こ
と
な
ど
か

ら
現
段
階
で
は
適
用
は
難
し

い
と
考
え
ら
れ
る
と
し
て
い

る
。こ

の
ほ
か
、
大
成
建
設
の

伊
藤
豊
氏
が
Ｖ
Ｏ
Ｃ
類
の
原

位
置
浄
化
技
術
と
な
る
「
過

硫
酸
塩
を
用
い
た
酸
化
分
解

法
の
基
礎
的
研
究
」
に
つ
い

て
、
栗
田
工
業
の
水
本
正
浩

氏
が
昨
年
、
経
済
産
業
、
環

境
両
省
の
指
針
適
合
が
確
認

さ
れ
た
「
複
合
系
バ
イ
オ
オ

ー
グ
メ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
浄
化

技
術
」
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ

発
表
し
た
。

環
境
リ
ス
ク
の
拡
散
や

め
、
届
出
区
域
で
管
理
を

特
別
講
演
で
は
環
境
省
の

笠
井
俊
彦
土
壌
環
境
課
長
が

改
正
土
対
法
の
施
行
に
当
た

っ
て
を
テ
ー
マ
に
講
演
し
、

「（
安
易
な
）
掘
削
除
去
に
よ

る
環
境
リ
ス
ク
の
拡
散
は
や

め
て
頂
き
、
届
出
区
域
と
し

て
管
理
し
て
ほ
し
い
」
と
述

べ
、
リ
ス
ク
管
理
型
の
措
置

の
普
及
に
向
け
形
質
変
更
時

届
出
区
域
な
ど
新
た
な
措
置

が
盛
り
込
ま
れ
た
改
正
土
対

法
の
考
え
方
な
ど
に
つ
い
て

強
調
し
た
。

●ＢＦ再生に向けビジネスモデル構築（淡海環境デザイン）
淡海環境デザイン（滋賀県大津市、姜永根社長、０７７・５３

３・３１５１）は、土壌汚染が原因で未活用のブラウンフィール
ド（ＢＦ）の再生に向け、土地の売買や流動化の促進を支援
するファンド型のビジネスモデル「グリーンフィールド（Ｇ
Ｆ）トラスト」を構築、営業活動を開始した。汚染土地を現
状のまま（有姿）購入し、浄化対策やＧＦへの商品化を促す
ファンドに組み込み、浄化措置完了後に引き渡す。汚染土地
の所有者がファンドの投資家になる。同社は出資者を募ると
ともに、行政や近隣住民へのリスクコミュニケーション業務
も支援。調査や浄化、措置対策など土地の安全性は「Ｌand
－Ｅco 第三者評価機関」（大阪市〕で担保する。対策コスト
を大幅削減できるリスク評価スキームや掘削土量を抑制する
独自の９分割調査スキームなどと合わせ提案する。

●ＧＥＲＡＳ－３バージョンアップ版を公開（産総研）
産業技術総合研究所地圏資源環境研究部門はこのほど、地

圏環境リスク評価システム（ＧＥＲＡＳ）の詳細モデル「Ｇ
ＥＲＡＳ－３」のバージョンアップ版および英語版を公開
し、無償配布を開始した。バージョンアップ版は、昨年９月
に公開したモデルに帯水層および表層土壌における各種パラ
メータの時間ごとの分布図表示で６４色表示機能を追加したほ
か、時間ごとの各種パラメータの分布図や表示されたグラフ
に対するコピー機能も加えた。両バージョンともに産総研地
圏資源環境研究部門地圏環境リスク研究グループのホームペ
ージ（http : //unit.aist.go.jp/georesenv/georisk/georisk/index.
html）で入手できる。

●来月１８日に大阪市内で第１０回セミナー（ＮＰＯ－ＣＳＣ
Ｃ）
ＮＰＯ法人の土壌汚染対策コンソーシアム（ＮＰＯ－ＣＳ

ＣＣ）主催の第１０回土壌汚染対策普及啓発セミナー「土壌汚
染対策と対策支援について」が来月１８日、大阪市中央区のド
ーンセンターで開かれる。土壌環境センターの橋本正憲運営
委員長が「土壌汚染の調査と対策」（改正土壌汚染対策法で
の調査と対策）について講演する。参加無料。問い合わせは
ＮＰＯ－ＣＳＣＣ事務局（Ｅメール、npo@cscc.jp）まで。

●地質リスク事例の募集を開始（地質リスク学会）
今年１月にバーチャル学会として活動を開始した地質リス

ク学会は９月２４日、東京都新宿区の飯田橋レインボーホール
で第１回地質リスクマネジメント事例研究発表会を開くが、
このほど、建設工事における地質リスクのマネジメントの実
例の募集を開始した。地質リスクを回避した事例や地質リス
クが発現した事例、発現した地質リスクを最小限に回避した
事例などが対象。問い合わせは同学会事務局（Ｅメール、
office@georisk.jp）まで。

●毎週木曜に無料土壌汚染相談会（ジオリゾーム）
ジオリゾーム（大阪府吹田市）は、土壌汚染無料相談会を

大阪市中央区の迫田公認会計士事務所内で毎週木曜日に開催
する。土壌環境保全士や土壌リスク管理者の資格を持つ同社
の井上利一社長や営業開発部の上原武憲次長が相談員にな
り、個別相談に応じる。同社は００年から土壌汚染調査・浄化
事業を開始し、これまでに２千件を超える調査の実績を持
つ。同社ホームページ（http : //www.georhizom
e.co.jp/index.html）で相談内容や日程調整を受け付ける。

●来月１３日に総会・第１２回講演会（東北土壌汚染研究会）
東北土壌汚染研究会は来月１３日、仙台市青葉区の東北大学

大学院環境科学研究科大講義室で１０年度総会と第１２回講演会
を開く。講演会では、「土壌汚染対策法の改正内容と留意事
項」をテーマにＤＯＷＡエコシステムジオテック事業部の加
藤晋氏が講演する。問い合わせは同研究会事務局（０２２・７９
５・７４０２）まで。

土
壌
環
境
調
査
で
業
績
を
上
げ
て
き
た
エ
イ
チ
テ
ッ
ク
（
広
島
県
福
山
市
、
０
８

４
・
９
５
３
・
２
７
２
１
）
は
今
年
度
、
浄
化
事
業
に
乗
り
出
す
。
同
社
は
こ
の
ほ

ど
、
土
壌
環
境
調
査
・
対
策
用
の
ボ
ー
リ
ン
グ
マ
シ
ー
ン
「
ジ
オ
プ
ロ
ー
ブ
」（
ジ
オ

プ
ロ
ー
ブ
社
製
）
を
導
入
し
、
原
位
置
浄
化
事
業
を
手
掛
け
る
考
え
。
同
社
の
岡
田
宏

社
長
に
浄
化
事
業
へ
の
参
入
の
考
え
や
目
標
に
つ
い
て
取
材
し
た
。

栗田工業

ＫＥＳ

ジ
オ
プ
ロ
ー
ブ
導
入
し
、
浄
化
事
業
に
参
入

エ
イ
チ
テ
ッ
ク
・
岡
田
宏
社
長

適切処理で２千日後でも不溶化効果確認
適用しにくい土地利用ごとの管理目標設定

初
年
度
１０
件
受
注
目
標
に

土
環
セ
ン
タ
ー
技
術
セ
ミ
ナ
ー
で
発
表

環
境
省
・
笠
井
課
長
も
講
演

原
位
置
浄
化
事
業
参
入
に
向
け
導
入
し
た
ジ
オ
プ
ロ
ー
ブ
。

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
は
同
社
の
女
性
ス
タ
ッ
フ
が
担
当
す
る

土
壌
環
境
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